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サンホームふじみ 新型コロナウイルス感染症対策

職員の対応
・マスクの着用

・こまめな換気

・施設内の消毒

・新型コロナに対する情報収集及び情報の共有

・毎日の検温及び体調確認

・不要不急の外出の自粛

・介助前後の手指洗浄および消毒（1ケア1手洗い）

・休憩時間は出来る限り分散する

・昼食時等、一箇所に集まって食事をしない

・職員とご利用者を2グループに分けて1班のご利用者は1班の職員が対応。2班のご利用者は

2班の職員が対応する

・やむを得ず3密が伴う場所等へ行く場合は事前に主任に相談する（病院受診等）

・他部署への立ち入りは出来る限り控える

・行動記録の記入（休みの日も含む）

・業者の出入りは玄関までとし、玄関からの荷物搬入は職員が対応する

・万が一感染が疑われるご利用者が出た場合を想定したマニュアルの作成及びロールプレイ

ご家族へのお願い
・面会制限（テレビ電話での面会を検討中）

ご利用者への対応
・面会制限（テレビ電話での面会を検討中）

・毎日の検温及び体調チェック

・食事前後の手指消毒

・トイレ後の手洗い

・カラオケ等、発声をするレクリエーションは控える

・食事場所を出来る限り分散する（密集予防）

・2グループに分けて対応することで出来る限りリスクの分散に努める

・手作りおやつ中止

ショートステイご利用者への対応
・送迎前の検温の要請（送迎時にご本人及びご家族の体調確認）

・発熱時及び体調不良時の帰宅要請

・出来る限りサンホームのご入居者との交流を控えていただく

・食事場所も出来る限りサンホームのご入居者とは別にする

・食事前の手指消毒

・カラオケ等、発声をするレクリエーションは控える

・軽作業等のお手伝いは控えていただく

・送迎時の換気

※今後も様々な対策を検討し実施していきますのでご理解ご協力をお願いいたします。



　新型コロナウイルス対策

隔離居室の外の廊下にさらにビニールシートを張り『汚染区域』『準汚染区
域』『非汚染区域』と区別して対応を行います

防護服が不足しているためカッパ等で代用を考えています

感染が疑われる方を隔離対応するために居室入り口にビニールシートを張ります

　サンホームふじみでは、万が一施設内で感染が疑われる事例が発生した場合
の対応方法をマニュアルにまとめロールプレイ（訓練）を行いました。


